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【Ｑ２】研究開発テストベッドネットワーク
（JGN／ＪＧＮ2／ＪGN2plus）を利用したことはあ

りますか。（下記よりひとつ）

利用したことはない
17%

現在利用している
66%

過去に利用したこと
がある17%

【Ｑ４】今後、貴機関（貴部署）において、ネット
ワーク関連分野に関して重点的に取り

組んでいく予定の分野/技術をお答えくださ
い。（複数回答）
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NGN関連

光ネットワーク関連

基盤ソフトウェア関連(OS、DBなど)

アプリケーションソフト関連

経路制御等運用技術関連

セキュリティ関連

センサーネットワーク・ユビキタス関連

ワイヤレス関連

ヒューマンインターフェース関連

分散システム関連

電子商取引関連

その他

無回答

【Ｑ１】貴機関（貴部署）についてお答えください。
（下記よりひとつ）

企業（製造業）
10%

企業（その他）
14%

自治体
2%

政府系機関（研究）
19%

政府系機関（その他）
2%

その他（協議会など）
10%

学校（大学・高専・
高校）36%

企業（通信事業者・
ＩＳＰ）7%

【Ｑ３】現在、貴機関（貴部署）において、ネット
ワーク関連分野に関して重点的に取り組んでい
る分野/技術をお答えください。（複数回答）
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セキュリティ関連

センサーネットワーク・ユビキタス関連

ワイヤレス関連

ヒューマンインターフェース関連

分散システム関連

電子商取引関連

その他

無回答

2009年3月実施（回答数：41）
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【Ｑ５】Ｑ４でお答えいただいた取り組みは、今後、
研究開発テストベッドネットワークを利用して実施する

必要性があると思いますか。（下記よりひとつ）

強く思う
79%

やや思う
12%

あまり思わない
7%

無回答
2%

②「構成について」
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0 5 10 15 20 25 30

日本全国にまたがる多地点間での接続

各都道府県を網羅する接続

諸外国研究機関との接続

コアネットワーク(都市間、１０拠点程度）での接続

集中拠点でのダークファイバ接続

その他

③「その他」
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足回り回線の容量

手続きや契約の簡素化

相互接続実験などが実施できる施設

テストベッドネットワークは不要

その他

無回答

【Ｑ６】Ｑ５で「強く思う」「やや思う」とお答えいただいた方に
お尋ねします。利用する必要性があると思う理由は何ですか。

（複数回答）
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最先端のネットワーク技術を利用した研究や実験ができるから

ネットワークを利用したアプリケーション分野における研究や実験
ができるから

社会貢献を重視した研究や実験ができるから

地域の発展、利用者の拡大を重視した研究や実験ができるから

国内外の研究者と共同研究ができるから

その他

【Ｑ８】今後、どんな研究開発テストベッド
ネットワークが必要だと思いますか。

（複数回答）

①「機能について」
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光テストベッド（ダークファイバ）

Ｌ２接続

Ｌ３接続

超高速・大容量

オーバレイネットワーク

管理仮想化ルータネットワーク

ネットワーク接続の仮想化ストレージ環境

新技術を取り込んだトライアル

その他

無回答
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【Ｑ１０】研究開発用テストベッドネットワークは
日本における情報通信分野の発展におい

て必要だと思いますか。（下記よりひとつ）

必ず必要である
76%

必要である
24%

あまり必要ではない
0%

無回答
0%

【Ｑ９】具体的に海外と接続したいという要望
がありますか。（下記よりひとつ）

要望がある
38%

特に要望はない
50%

無回答
12%

【Ｑ１１】「ネットワーク」（テストベッドネットワークにこだわらない）に対する機能についてお尋ねします。（自由回答：抜粋）

①インターネットには「保守管理運用機能（ＯＡＭ）」
がありませんが、ネットワーク側に備えても良いと思う
「ＯＡＭ機能」がありますか。

・帯域の制御機能
・VLANの可視化とユーザ権限による動的な設定
・L2, L3レベルの統計情報の取得と、QoSパスの設定
・アプリケーションレベル品質の統計情報取得
・仮想資源割り当て機能
・導通パス管理、LPBテスト、ヘルスチェック
・DPI (Deep Packet Inspection)
・perfSONAR と DCN機能
・帯域予約
・故障管理、品質管理、起動・停止制御管理等の機能
・疎通性確認機能、フレームロス・伝送遅延測定機能

②ネットワーク側に付加機能（エージェント機能など）を
備えるとしたら、どんな機能が有効だと思われますか。

・自己パケット管理機能
・NGN SDPやクラウドコンピューティング基盤のようなサービス
プラットフォーム機能
・資源仮想化機能、仮想資源割り当て機能
・通信の重要度に対応した信頼度の提供
・安全、信頼性確保のための機能
・利用者側のネットワークやアプリ、プロトコル環境の違いを
JGN側で吸収して、簡単に相互接続できる機能
・ネットワークに端末を接続すると、瞬時に数ノード先までの
ネットワーク構成が自動作成される機能
・フローデータの取得（peakflow) や routeviewサーバ機能
・自分のパケットの中継ルータ等での通過制御エージェント


